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■回答の方法について

■返送方法

■問い合わせ・返送先

メールアドレス：s1811213@u.tsukuba.ac.jp

新型コロナウイルス感染リスク環境下での

災害時住民避難への対応状況に関する調査

アンケート調査のお願いについて

　拝啓、梅雨期を迎え、豪雨・台風による浸水、土砂災害などのリスク発生に対応するため、貴自治体においても災害対応の準備にお忙

しいことと思います。

　私たちは、筑波大学理工学群社会工学類の都市計画主専攻と社会・国際学群国際総合学類の国際開発学主専攻に所属する３、４年生で

す。今回、授業「都市計画実習」において、「新型コロナウィルスと都市・地域」をテーマに実習を進めることになり、私たちの班（第

１班）では、災害発生時に地域の住民が避難所に避難する場合の「３密」を含む感染予防対策について、全国の自治体の皆様の対策の現

状をお尋ねするとともに、国や都道府県による支援や住民の皆様に協力をいただくべき項目について、対策上の特徴と課題を整理するこ

とといたしました。

　災害時の避難所における新型コロナウイルス対策感染予防は、単独基礎自治体の努力だけで達成可能なものではなく、自治体同士の連

携や、住民、事業所の協力、国や都道府県の支援をいただきながら進めていくべきものですが、それぞれの基礎自治体の皆様の現状を知

ることが、今後の災害時の感染予防対策の情報共有にとって重要と考えました。

　お答えいただいた内容は、お答えいただいた自治体全体の集計値として分析をさせていただき、個々の自治体名をお出しすることは一

切ありません。また、この授業の課題レポートとして提出する報告を、お答えいただいた自治体の皆様にご報告させていただきますこと

をお約束いたします。

　つきましては、新型コロナウイルス感染に対するご対応等をはじめとして、防災担当部局の皆様も大変お忙しいこととは存じますが、

調査の趣旨をご理解いただき、このアンケートにご回答、返送いただきますよう、お願いいたします。

　このファイルは、MS-Excelで作成しています。

　１．印刷せずにPCを使ってExcel上で回答し、回答結果をセーブしたファイルをメール添付でご返送下さい。

　２．各設問に対する回答は、原則、選択肢から選択して回答していただきますが、選択の方法には次の３つの方法があります。

　（１）複数選択できる設問の場合

　　　　選択肢の左に□印がありますので、その選択肢を選択する場合には□をクリックすると☑と表示され、選択したこと

　　　になります。再度クリックすると選択が解除され□に戻ります。

　（２）単一の回答をお願いする設問の場合

　　　　選択覧のプルダウンメーニューから選択して下さい。

　（３）「その他」と回答された場合の、自由記述

　３．設問に対して回答いただく場所は水色で示されます。回答状況によって回答箇所が変化します。

　お忙しいこととは存じますが、６月１６日(月)までにExcelファイルをメール添付にてご返送いただきたく、お願いいたします。

　筑波大学社会・国際学群国際総合学類国際開発学主専攻４年　「都市計画実習」第１班班長　古田 淑（ふるた しゅく）
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１．差し支えなければ、自治体名をお答え下さい。

都道府県 市町村

回答欄

１－１．
選択下さい

１－２．

選択下さい

１－３．
選択下さい

１－４．
選択下さい

１－５．
選択下さい

１－６．
選択下さい

１－７．
選択下さい

■基本事項に関してお尋ねします

２．災害ハザードマップの作成状況について尋ねします。次のうち、ハザードマップとして住民に公開しているものを

　選択（□にチェック印☑を入れる）して下さい。

■新型コロナウイルス感染のおそれがある状況下で、住民の避難が必要な
　災害が発生した場合の貴市の対応についてお尋ねします。

１．新型コロナによる感染のリスクが続く中で、平時からの備えや災害発生時における
　 避難行動に関する住民への周知・啓発についてお尋ねします。

感染症対策が必要となる避難所生活のための平時の備えなどを住民に特別に呼びかけていますか？　　⇒

各家庭での在宅避難のために必要な平時の備えを住民に呼びかけていますか？(食料・水等の備蓄、自宅の耐震
診断・改修、家具の固定など)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

ハザードマップに基づいて避難の要否を住民が意思決定するための「避難行動判定フロー」を住民に周知して
いますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

災害時の避難に当たって、「３密」を避けるための避難の工夫として、在宅避難、マイカーや地区公民館での
避難、ホテルでの避難、親戚知人友人等を頼るなど、避難所避難以外の分散避難があることを住民に周知して
いますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

要配慮者（障がい者、高齢者等）や外国人に対する共助を住民に促す情報発信は行われていますか？　⇒

要配慮者（障がい者、高齢者等）本人への情報伝達の手段は整えられていますか？　　　　　　　　　⇒

「３密」を避けることができる最新(今年度）の避難所情報を住民に開示・公表していますか？　　　⇒

河川浸水洪水ハザードマップ 土砂災害ハザードマップ 地震災害ハザードマップ

津波浸水・高潮ハザードマップ 火山防災ハザードマップ 避難経路・避難場所のなどの防災マッ



回答欄

２－１．
選択下さい

２－２．

　 選択下さい

　②避難準備運営マニュアルの確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 選択下さい

　③運営にあたる職員の役割分担の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 選択下さい

　④施設ごとのレイアウト(人やモノの配慮)設定の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 選択下さい

　⑤施設利用ルールの確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 選択下さい

　⑥通常の災害時の部屋の確保の他に、「３密」を防ぐために新たに開放する部屋の優先順位の確認　⇒ 選択下さい

　⑦避難所閉鎖後の施設消毒の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 選択下さい

２－３． 選択下さい

２－４． 選択下さい

新型コロナ感染拡大下の避難所の設置について、人と防災未来センターの報告

http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_vol1_ver2.pdf

によると次の７つの点の調整が必要とされていますが、避難所施設管理者との確認は取れていますか？

①開設手順の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

２．新型コロナによる感染のリスクが続く中で、避難所での避難生活への行政側対応
　についてお尋ねします。

地域防災計画に定められた避難所以外に、「３密」回避のために新たに避難所を設置する予定はお持ちです
か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

上記の①～⑦の項目は要配慮者を考慮して調整していますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

避難所の衛生管理に関する指導や対応ができる職員はいますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_vol1_ver2.pdf
http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_vol1_ver2.pdf
http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_vol1_ver2.pdf
http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_vol1_ver2.pdf


２－５． 選択下さい

２－６．
選択下さい

２－７．
選択下さい

避難所において発生した廃棄物の処理は衛生面に配慮していますか？　　　　　　　　　　　　　　　⇒

避難所における生活が長期に渡った場合，上記（２－１から２－６）に対して十分に対応できる準備をしてい
ますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

感染の疑いがある避難者を避難所内で発見した場合，感染の確認や感染者への迅速な対応ができる環境が整え
られていますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒



回答欄

３－１．
選択下さい

３－２．
選択下さい

３－３．
選択下さい

３－４．
選択下さい

３－５．
選択下さい

３－６．
選択下さい

３－７．
選択下さい

３ー８．

　①避難受け入れの可否の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒
選択下さい

　②資機材や人員の調達方法の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒
選択下さい

３－９．
選択下さい

３－10．
選択下さい

３．新型コロナによる感染のリスクが続く中で、避難所での避難生活に必要な物資・医薬資源の
確保、外部支援の不足への対応についてお尋ねします。

避難所において必要な医療用品や防災用品の調達を継続的に長期で行うことができる環境は整えられています
か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

避難所での避難者に対する感染症予防、及び対策に必要な医療用品・器具の備蓄・調達環境は整えられていま
すか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

避難所での職員に対する感染症予防、及び対策に必要な医療用品・器具の調達環境は整えられていますか？
⇒

感染症の飛沫距離などを意識した避難所資材(段ボールベッド、仕切り等)を調達する準備はしていますか？
⇒

要配慮者が避難所において避難生活を送る上で、配慮を行うための資源（人、資機材等）の確保は行っていま
すか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

災害発生時に在宅避難者に配給できる医療用品や防災用品を調達するサプライチェーンと、配給ルートは自治
体内の全地域に対して整っていますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

避難所施設運営に必要な外部からの人手確保を予定していますか？　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

医療機関に患者が集中する場合の患者への医療の提供（診察、治療など）に関して自治体としての対応策はあ
りますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

感染症及び自然災害の同時発生を想定して、市内の福祉避難所施設の管理者と以下の２つの確認しています
か？

上記の避難所施設運営以外に必要、または感染症に対応可能な外部からの人手(例えば、医療有資格者の職員や
ボランティア等)確保を予定していますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒



３－11．
選択下さい

※設問は以上です。ご協力ありがとうございました。※

感染リスクのある状況下では、ボランティア等による支援は受けられない状況を想定して避難所施設の運営の
準備をしていますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒


